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要旨 

  

この研究は局所的豪雨予報における空間、時間的に高密度な地上観測の潜在的なインパ

クトを調査することを目的とする。一連の観測システムシミュレーション実験（OSSE）は、

局所アンサンブル変換カルマンフィルタを適用した気象庁の非静水圧モデルを用いて、１

km 解像度で１分毎に更新する実験を行った。OSSE の nature run として、2008 年７月

28 日に神戸で５人の犠牲者を出した豪雨事例に対して 100m 解像度のシミュレーションを

実行した。60km圏内にある 100m 解像度の nature run から１分毎１km解像度の人工的

なレーダーデータを反射強度とドップラー速度ともに生成し、大阪大学吹田キャンパスの

フェーズドアレイ気象レーダー（PAWR）を模擬した。コントロール実験ではレーダーデー

タのみ同化し、そして神戸にある８点、167点の追加の地上観測データに対するインパクト

を調べるため２つの感度実験を実行した。PAWR データに比べて同化した観測量は３桁小

さいが、高密度・高頻度地上観測は局地的豪雨の解析、予報に顕著な肯定的影響があるこ

とを結果が示している。下層の相当温位や収束が改善し、対流セルや局地的豪雨の強化に

寄与している。 
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